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答  申  書 

 

当審議会は、本市の水道料金及び下水道使用料の見直しについて審議を行いま

した。 

現在、水道事業においては、経営の状況は他市町村と比較しても健全化が図られ

ていると思われます。今後の新設事業や耐震化事業等に多額の費用が必要となるも

のの最小限の企業債を活用することで、経営の健全化は維持できるものと考えます。

そのため、当審議会としては、今回、水道料金についての見直しを実施しないことと決

定致しました。 

一方、下水道事業においては、平成３０年度に地方公営企業法の全部を適用した

ところであり、経営の見える化を図るべくスタートしたところであります。しかしながら、事

業開始当初から地方公営企業として企業会計を実施してきた水道事業と異なり、建設

改良費等の各種積立金の額も十分とは言えない状況であり、今後の新設事業や耐震

化事業等に必要な多額の費用を捻出することは困難であると考えられます。また、当

該事業は一般会計からの多額な繰入金に依存しており、特に基準外繰入については、

本来なら、市長部局の他の事業において活用できたものと思慮致します。 

以上のことから当審議会においては下水道事業の今後の経営状況や下水道使用

者の負担などを総合的に検討した結果、下水道使用料の単価を１５円程度（約１８％）

値上げ改定することとし、別紙「下水道使用料改定表」のとおり変更することが妥当で

あると考えます。なお、当審議会は次のとおり付帯意見を付することと致します。 

 

付帯意見 

１． 下水道使用料の改定にあたり、使用者に理解を得られるよう、その理由の丁寧

な説明、周知活動を図ること。 

２． 水道料金及び下水道使用料の見直し期間を３年から５年とし、定期的に見直し

を実施すること。 

３． 経営健全化を図るため、接続補助金等を新設するなどし、一層の接続率向上を

図ること。 

４． 事業を包括的に民間委託するなど、支出の抑制に効果的な施策等の検討及び

実施に努めること。 

５． 水道事業及び下水道事業の経営状況を市民に公表すること。 

 

 



 

別紙 

下水道使用料改定表 

                                             （税抜額） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本 ８立方メートルまで 500円 500円 0円

８立方メートルを超え30立方メートルまで 70円 85円 15円

30立方メートルを超え50立方メートルまで 80円 95円 15円

50立方メートルを超え100立方メートルまで 92円 105円 13円

100立方メートルを超え300立方メートルまで 102円 115円 13円

300立方メートルを超え500立方メートルまで 112円 120円 8円

500立方メートルを超え1000立方メートルまで 135円 137円 2円

1000立方メートルを超えるもの 140円 141円 1円
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